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北近江・若狭の話をする前に 私の視点

鉄鋼メーカーに勤めた鉄鋼材料・溶接のエンジニア まったくのど素人の勉強です

和鉄の道を訪ねて歩いた 北近江・
若狭について 私の見聞記をお話し
します



日本古来の製鉄技術 「たたら製鉄」をご存知でしょうか・・・・・・



日本古来の製鉄技術 「たたら製鉄」をご存知でしょうか・・・・・・

鉄の不思議 鉄の謎 また 日本各地に数々の伝承が残っている

北近江・若狭の話をする前に 私の視点



何処へ行っても だれとても すぐ話ができる「鉄」

「たたら」を訪ねると 素晴らしい日本の景色 山・川・海 そして文化に出会えます

北近江・若狭の話をする前に 私の視点



たたら 製鉄の不思議・・・・・

この製鉄技術は当時 東アジア・朝鮮半島・中国何処にもない技術
紀元前１０世紀頃 ヒッタイトが始めた製鉄技術そのものでした
それが、明治時代まで続く
そのたたら製鉄でできた鉄は今も現代の製鉄法では再現できない

鉄は錆びるものの代名詞 でも 古代の鉄は錆びないのだろうか・・・・・

現代の製造法ではできない「たたらの鉄」

◎ 法隆寺の解体修理には 古代たたら製鉄で復元された釘がつかわれた

◎ 刀匠は今もたたら製鉄の「玉鋼」を素材に刀を打つ

日本に鉄が伝来したのは弥生時代の初め

それから日本で製鉄が始まるまで、８００～９００年後の６世紀

なぜ こんなに時間がかかったのか・・・・・

必死に朝鮮半島の鉄素材を手に入れようとした倭国

そして 日本誕生に大きくかかわった鉄・各地に数々の伝承が乗る

鉄から日本の歴史が見えてくる

北近江・若狭の話をする前に 私の視点



北近江・若狭の話をする前に 私の視点



日本各地に残る数々の製鉄関連伝承

北近江・若狭の話をする前に 私の視点



鉄の作った風景の話はあとで スライドでお見せして、 本題の話に・・・・

北近江・若狭にも そんな鉄の痕跡 和鉄の道を訪ねて 何度が訪ねました

北近江・若狭の話をする前に 私の視点



弥生時代の終末期 卑弥呼の時代 また、大陸・朝鮮半島では戦乱の時代に

朝鮮半島の鉄が日本海交流の中心に 戦乱を逃れた多数の渡来人が文化・技術を伝える

大和の大陸・朝鮮半島への玄関口として 丹後・若狭が重要拠点

この大陸・朝鮮半島との交流を支えたのは誰か??  ⇔ 玄海灘の海人族の存在

北近江・若狭の話をする前に 私の視点

和鉄の道を訪ねて歩いた北近江・若狭について 私の見聞をお話しします



北近江・若狭の話をする前に 私の視点 安曇川



北近江 安曇川 鴨郷 鴨稲荷山古墳 ６世紀前半の前方後円墳 この地の豪族三尾氏の墳墓

大和との関係が深い前方後円墳から

新羅系の数々の副葬品が出土

北近江・若狭の話をする前に 私の視点 安曇川



琵琶湖西北の湖岸 安曇川の北側に広がる新旭町熊野本周辺から饗庭野丘陵地 2008.9.1. 

丘陵地中央下段（○印）の丘が熊野本弥生遺跡と熊野本古墳群

北近江・若狭の話をする前に 私の視点 安曇川
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大和

古代 近江には数多くの渡来人がやってきた

大和の日本海側窓口遠敷の湊(小浜)の存在

伊吹
誰がこの人たちを運び、
この近江で何をしたのだろうか・・・

北近江・若狭の話をする前に 私の視点 安曇川



日本各地と大陸・朝鮮半島を結んだ海人族

安曇族の関連地

安曇川・

筑前国糟屋郡安曇郷（福岡県）、伯耆国会見郡安曇郷（鳥取県）、美濃国
厚見郡厚見郷（岐阜県）、三河国渥美郡渥美郷（愛知県）・・・。

「アヅミは、阿曇・安曇・厚見・厚海・渥美・阿積などと表記され、足跡は瀬
戸内海を経由し阿波、淡路、播磨、摂津、河内、近江などに及び、琵琶湖
西側には安曇川の地名を残している。

各地で住み着いた安曇族の謎?  

安曇族を追うロマン

日本各地で 何のために? 何をしたのだろうか?

北近江・若狭の話をする前に 私の視点 安曇川



北近江・若狭の話をする前に 私の視点 安曇川



日本各地と大陸・朝鮮半島を結んだ海人族

安曇族の関連地

安曇川・

筑前国糟屋郡安曇郷（福岡県）、伯耆国会見郡安曇郷（鳥取県）、美濃国
厚見郡厚見郷（岐阜県）、三河国渥美郡渥美郷（愛知県）・・・。

「アヅミは、阿曇・安曇・厚見・厚海・渥美・阿積などと表記され、足跡は瀬
戸内海を経由し阿波、淡路、播磨、摂津、河内、近江などに及び、琵琶湖
西側には安曇川の地名を残している。

各地で住み着いた安曇族の謎?  

安曇族を追うロマン

日本各地で 何のために? 何をしたのだろうか?

北近江・若狭の話をする前に 私の視点 安曇川

鉄をキーワードに古代の若狭・近江を眺める



◎ 縄文時代から 日本海沿岸では相互に活発な交流・交易がおこなわれた

翡翠・漆・黒曜石・漆ほか

◎ 弥生時代から古墳時代には北部九州・朝鮮半島・大陸を含む一つの交易圏

数多くの文物が伝来し、日本各地に伝播して行った

鉄・穀物・勾玉・織物ほか

◎ 弥生末期から古墳時代 朝鮮半島・中国は戦乱の時代 数多くの渡来人が

何度も海を渡って日本にやってきた

これら大陸・朝鮮半島と日本各地を結ぶ航海術にたけた人々

北部九州を拠点とする海人族の存在

魏志倭人伝他 中國史書に大陸と倭の交流が記載された時代へ

日本黎明の時代の日本海日本黎明の時代の日本海交流



「和鉄の道・Iron Road」から見た日本誕生前夜の北近江・若狭

北近江・若狭が輝いた時代

1. 大和王権の成立前夜 大陸・朝鮮半島交易を担った玄界灘の海人族

近江安曇川の地名の元となった海人族「安曇族」

2. 大陸・朝鮮半島や東国への大和の玄関口 若狭・北近江の和鉄の道を訪ねる

2.1. 安曇川の左岸 琵琶湖を見晴らす饗庭野丘陵

多量の鉄素材を出土した熊野本弥生集落遺跡と古墳時代前期の古墳群熊野本古墳群

2.2. 5世紀 若狭国 初期前方後円墳の王墓群 脇袋古墳群

丹後にとってかわった大和の玄関口 若狭/北近江

2.3. 若狭と大和そして 朝鮮半島交流との深い関係を示す

若狭 遠敷川(おにゅうがわ) 「鵜の瀬の水送り」

3. 近江は鉄の国 古代近江で育てられた量産型たたら製鉄

鉄を必要とする拠点での古代製鉄コンビナートのベースを作った

● わたしのlife work 「和鉄の道・Iron Road   たたら製鉄遺跡探訪 スライド 」 約15分

2011.12.1. 北近江 安曇川 勉強会 プレゼン資料

中西 睦夫

弥生末期から古代奈良時代にかけて 大陸・朝鮮半島との最大の交易品は「鉄」

その鉄を日本に持ち込んだ航海術にたけた海人族・渡来人たち。

その鉄が若狭・北近江を通って、日本各地に広がり、数々のドラマを生み、素晴らしい景色を作っていった。

自分たちの町の祖先たちが それに大きな役割を果たしていたと考えてみてください。

そんな「鉄」の景色のスライド集をお見せしたい。







日本黎明の時代の日本海交流



日本黎明の時代の日本海交流



若狭 鳥浜貝塚遺跡から出土した丸木舟

若狭町内では 鳥浜貝塚から２艘、ユリ遺跡から４艘、合計６艘の縄文時代の丸
木舟がみつかっています。これらがつくられたのは縄文時代前期(約６３００年前)

から晩期(約２８００年前)にわたっています。

日本黎明の時代の日本海交流





『古事記』の伝承

八千矛神（大国主）が高志国の沼河に住む沼河比売を妻にしようと思い、高志国
に出かけて沼河比売の家の外から求婚の歌を詠んだ。
沼河比売はそれに応じる歌を返し、翌日の夜、二神は結婚した。

新潟県糸魚川市に残る伝承では、大国主と沼河比売との間に生まれた子が建
御名方神で、姫川をさかのぼって諏訪に入り、諏訪大社の祭神になったという。

糸魚川の翡翠 沼河比売伝説 出雲と越とのつながり

奴奈川姫と建御名方命の像 三内丸山遺跡の翡翠

日本黎明の時代の日本海
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新羅 天日槍伝説の兵庫県出石 袴狭（はかざ）遺跡

1994年、15艘の準構造船が描かれた長さ197.3cm 巾16.1cm のスギ板が出土し、
話題を呼びました。 彼等はこんな船に乗って渡来したのでしょうか？

但馬地方の中央を日本海に向かって北に流れる円山川の支流の出石川のさ
らに支流、袴狭川の流域にある弥生時代から古墳時代の遺跡で、日本海へ
は直線距離にして約18kmのところにある。

豊岡盆地東部 西側以外の三方を、標高150 ｍ前後の山によって囲まれた
谷の狭い平地で、東から西へ緩やかに傾斜しています。この平地部の南側の
山裾を流れる袴狭川沿いの標高約５～10ｍの低湿地に、袴狭遺跡は広がっ
ています。

この遺跡には天日槍命を埋葬したとの伝承もある。 復元された古代船

日本黎明の時代の日本海交流



日本黎明の時代の日本海交流



兵庫県立考古博物館の復元古代船「ヒボコ」

日本黎明の時代の日本海交流





日本黎明の時代の日本海交流

日本海沿岸の交流を語る数々の伝承・説話が残っている





日本黎明の時代の日本海交流



日本黎明の時代の日本海交流



日本黎明の時代の日本海交流

弥生時代の終末期 卑弥呼の時代 また、大陸・朝鮮半島では戦乱の時代に

朝鮮半島の鉄が日本海交流の中心に 戦乱を逃れた多数の渡来人が文化・技術を伝える

大和の大陸・朝鮮半島への玄関口として 丹後・若狭が重要拠点

この大陸・朝鮮半島との交流を支えたのは誰か??  ⇔ 玄海灘の海人族の存在





1. 大和王権の成立前夜 大陸・朝鮮半島交易を担った玄界灘の海人族
近江安曇川の地名の元となった海人族「安曇族」

大和王権の成立前夜 大陸・朝鮮半島交易を担ったのは誰か??  玄界灘の海人族

日本海側の玄関口諸国と若狭





朝鮮半島と倭との交流をになった航海術にたけた人たちがいた

玄界灘を自由に行き来する 「海人族」



弥生時代末期から古代へ 大和王権・国家が成立する過程

大陸・朝鮮半島との活発な交流があった

魏書に記載されている弥生時代末 ３世紀頃の倭と朝鮮半島の交流

1.1. 魏書(286)に書かれた鉄関連記事
■「魏誌 東夷伝・弁辰条 」
国出鉄、韓、濊、倭皆從取之。諸市買皆用鉄、如中國用貨、又以供給二郡。
国、鉄を出す。韓、濊、倭 皆従がいて之を取る。貨幣がわりにも鉄を用いる、また以て二郡に供給す

■「魏誌倭人伝 」
自女王國以北、特置一大率、檢察諸國、諸國畏憚之。常治伊都國、於國中有如刺史。
王遣使詣京都、帶方郡、諸韓國、及郡使倭國、皆臨津搜露、傳送文書賜遺之物詣女王、不得差錯。
女王国の北方の諸国には「一大率」という官が置かれて国々を監視している。
一大率は伊都国にあり、魏の刺史のような役目を果たしている。
伊都国は外交の中心地で魏や韓の国々の使節はここに停泊して文書や贈物の点検を受けて女王に
送っている。

活発な交流の中で 数多くの文物が日本に伝来したが、

中心だったのは 朝鮮半島の「鉄素材」

製鉄がまだできない倭では 鉄素材の供給を朝鮮半島に頼っていた

邪馬台国連合の絆は 北部九州に握られていた

この朝鮮半島の鉄の安定供給路の獲得であったという

1. 大和王権の成立前夜 大陸・朝鮮半島交易を担った玄界灘の海人族
近江安曇川の地名の元となった海人族「安曇族」

日本海側玄関口諸国と若狭



この朝鮮半島・大陸と日本各地との交流を担ったのは誰か???

航海術にたけ、大陸・半島と日本各地を自由に行き来した海人族の存在

倭人伝 壱岐・対馬の記事の中に「南北市糴」という言葉がでてくる。 「糴」を何と

読むのか不思議で 読めなかった漢字。「テキ」と読み、「米を買い入れる」ということから「交易」を意味するという。

< 対 馬 >
「始度一海千餘里至對海國 其大官曰卑狗副曰卑奴毋離 所居絶島方可四百餘里
土地山險多深林道路如禽鹿徑 有千餘戸無良田食海物自活乗船南北市糴 」

始めて一海を度る千余里、対海国（対馬）に至る。其の大官を卑狗といい、副を卑奴毋離（ひなもり）という。
居る所絶島、方四百余里ばかり。土地は山険しく、深林多く、道路は禽鹿の径の如し。
千余戸あり。良田なく、海物を食して自活し、船に乗りて南北に市糴（してき）す。

< 壱岐 >
「又南渡一海千餘名曰瀚海至一大國 官亦曰卑狗副曰卑奴毋離 方可三百里
多竹木叢林有三千許 家差有田地耕田猶不足食亦南北市糴 」

また南一海を渡る千余里、名づけて瀚海（かんかい）という。一大国（壱岐）に至る。官をまた卑狗
といい、副を卑奴毋離という。方三百里ばかり。竹木・叢林多く、三千ばかりの家あり。やや田地あり、
田を耕せどもなお食するに足らず、また南北に市糴す。

「南北市糴」 交易を生業とする人たちが玄海灘・北部九州にいた

安曇族・宗像族とよばれる海人族

大陸・半島への水先案内人であり、日本各地に大陸・朝鮮の文物を日本に持ち込んだ

また、渡来人やこの海人族が日本各地に進出し、新しい技術・文化を伝えていった



朝鮮半島・日本を自由に行き来する海人族の人たち

その様子が魏志倭人伝にも登場する





魏志倭人伝に記された一大国の王都を復元した
壱岐 原の辻遺跡





日本の黎明 朝鮮半島から日本へ 和鉄の道

古代のハイウェイ 自然の道

● 対馬海峡を渡る 海流と季節風 &  島伝い

● 沿岸をめぐる 日本海沿岸と瀬戸内海

● 日本構造線等の断層帯

四国吉野川 紀伊半島紀ノ川

● 日本列島を南北につなぐ

播磨/丹後を結ぶ氷上回廊

大和・若狭・東国を結ぶ 琵琶湖・若狭街道・関ヶ原越



日本の黎明 朝鮮半島から日本へ 和鉄の道

古代のハイウェイ 自然の道に国が生まれた

① 対馬海峡を渡る 海流と季節風 &  島伝い
② 沿岸をめぐる 日本海沿岸と瀬戸内海
③ 日本構造線等の断層帯 四国吉野川 紀伊半島紀ノ川
④ 日本列島を南北につなぐ

播磨/丹後を結ぶ 氷上回廊
大和・若狭・東国を結ぶ 琵琶湖・若狭街道・関ヶ原越

①

②

②
③

③

③

④

④

④

②
②

①
①



日本海沿岸諸国
(山陰から北陸へ) 玉造工房と鉄
弥生末期 玉造工房の展開と同時期に鉄の
集積が急伸した山陰から北陸 玉造工房と鉄





鉄の神が各地で開拓神として伝承されることを考えると

大和には鉄がない どれだけ 鉄を欲しかっただろうか…

卑弥呼の邪馬台国は朝鮮半島の鉄素材を求める瀬戸内連合???

弥生終末期 実用鉄器の最前線



朝鮮半島・日本を自由に行き来する海人族の人たち

その様子が魏志倭人伝にも登場する



大和への玄関口
● 木津川泉津

河
内
湖

丹後

若狭

大和から日本海沿岸へ 大陸や東国への玄関口

北近江 安曇川に住んだ安曇族

若狭街道で小浜から日本海沿岸諸国・大陸へ

琵琶湖の対岸は東国へ通じる伊吹・関ヶ原

琵琶湖を南へ 近江から大和へ



●熊野本遺跡

遠敷

鵜の瀬 ●脇袋古墳群

若狭の王墓群

鉄素材が出土した弥生集
落と隣接する初期の古墳群



2. 大陸・朝鮮半島や東国への大和の玄関口 若狭・北近江の和鉄の道を訪ねる
2.1. 安曇川の左岸 琵琶湖を見晴らす饗庭野丘陵

多量の鉄素材を出土した熊野本弥生集落遺跡と古墳時代前期の古墳群熊野本古墳群
2.2. 5世紀 若狭国 初期前方後円墳の王墓群 脇袋古墳群

丹後にとってかわった大和の玄関口 若狭/北近江
2.3. 若狭と大和そして 朝鮮半島交流との深い関係を示す

遠敷きの郷

●遠敷の郷 小浜古代の小浜の湊

●脇袋古墳群 若狭国の王墓 初期古墳群

● 北近江の交通の要衝 東国・大和への入口

安曇川・熊野本

●熊野本遺跡 鉄素材の出土と初期前方後方墳

●熊野本古墳群 初期前方後円墳



● 北近江高島市新旭町「熊野本遺跡」 BC1～1世紀
北近江安曇川の北岸に連なる饗庭野丘陵の南端 熊野本にある弥生の高地性集落 大量
の鉄素材を大陸から持ち込んでいたといわれる。琵琶湖の北岸北近江から日本海沿岸・大
陸への玄関口「若狭」へ向かう山越えの入り口に当たり、眼下に広がる高島平野と琵琶湖
を一望できる。
鉄の畿内流入の重要路で 早くから開かれた地であろう。 この地に弥生の大きな集落が
あり、入手した鉄を鉄器に加工していた。
そして、この弥生の集落が消える時期を同じくして、この地の王たちの墳墓が築かれる。

● 北近江 高島市新旭町「熊野本古墳群」（熊野本遺跡の隣接地）
3世紀古墳時代安曇川の地を支配した王が、琵琶湖を見下ろす熊野本遺跡の跡地に築い
た王墓群
初期前方後円墳・後方墳など大和との密接な関係・鉄製品や朝鮮系遺物の副葬など大和
「鉄の道」北の玄関の守りの王の色彩が濃く、 この地が重要拠点だった証拠だろう。

● 若狭若狭町上中町脇袋「脇袋古墳群」 5世紀
若狭から北近江へ遡る北川右岸の丘陵地に初期前方後円墳など大和との密接な関係を示
す古墳群が築かれ手いる大和「鉄の道」北の玄関 若狭の出入口であるこの地の王墓群。
大陸と大和を結ぶ重要路を守る地域首長の色彩が濃く、大和がこの地 この道を重要視し
ていた痕跡だろう

卑弥呼の時代からの大陸への玄関口 若狭・北近江の「若狭街道」
大陸・朝鮮半島の鉄をもとめて続く若狭・北近江の「和鉄の道」



鉄素材が出土した弥生の集落 熊野本遺跡 と
卑弥呼の時代 古墳時代前期の熊野本古墳群

JR新旭駅

熊野本遺跡





台状墓から出土したガラス玉

熊野本遺跡は、弥生時代中期（約2100年前）～後期（約1900年前）の高地性集落です。 こ
れまでに直径12ｍの大型の竪穴建物（たてあなたてもの）を含む竪穴建物が約40棟見つかっています。

また、鉄製品や鉄素材が多数出土していることから、鉄製品を加工・製作していた可能性が指摘されていま
す。

遺跡の南西からは、東西12m・南北15mの弥生時代後期末の墳丘墓が見つかり、木棺跡（もっかんあと）か
らは水銀朱（すいぎんしゅ）とガラス小玉741点が出土しました。

墳丘裾からは人頭大の貼石（はりいし）と朱を造る際に使うＬ字状石杵（えるじじょういしぎね）が出土してい
ます。熊野本遺跡が広がる台地状の丘陵部と、谷で隔たれた北側には、円墳（えんぷん）22基・方墳12基・
前方後円墳1基・前方後方墳1基で構成される湖西地域で最も規模の大きな古墳群である熊野本古墳群が
所在しています。

熊野本遺跡から多量に見つかった鉄製品や鉄素材は、実態の良くわかっていない弥生時代の鉄
生産の様子を知る手がかりとして、注目されています。
熊野本遺跡は、日本海沿岸地域と近畿・東海を結ぶ位置にあり、遺跡の時代は、日本列島内に鉄
器文化が急速に普及する時期と重なることから、熊野本遺跡は、交通路や鉄の掌握を通じて大きな
勢力を持った、湖西地域の拠点集落（きょてんしゅうらく）であったと考えられます。

集落の廃絶後に、集落跡に墳丘墓が築造され、さらにこれに継続して古墳時代前期～中期にかけ
て首長墓群（熊野本古墳群）が営まれます。この中には発生期の前方後方墳である熊野本6号墳も
含まれており、引き続き、この丘陵を含む地域が、重視されていたことがわかります。

朱を造る時に使うL字状石杵

鉄素材を出土した 弥生の高地性集落 熊野本遺跡
この集落には鍛冶・朱の工房があったのか・・・



琵琶湖西北の湖岸 安曇川の北側に広がる新旭町熊野本周辺から饗庭野丘陵地 2008.9.1. 

丘陵地中央下段（○印）の丘が熊野本遺跡群

◆ 日本で鉄素材が作れない時代に鉄素材を出土した弥生の高地性集落熊野本遺跡 BC1～AD1世紀

◆ 3世紀 初期の前方後方墳 熊野本６号墳 東海・東国との関係を示す

◆ ３世紀 卑弥呼の時代の前方後円墳群 熊野本古墳群
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弥生の向地性集落 熊野遺跡がある南の丘(左)と古墳群のある北の丘(右)との別れ周辺 正面に見えるのが南側の丘
そのまま、二つの丘の間の道を登りつめ、右の丘の頂上の方へ回り込むと右手のブッシュの中に「熊野本6号墳」と書かれた
立て札が倒れかけで立ち、その傍をブッシュの奥に消えかかった細い道がある。 おそらくこの古墳を巡る道だろう。

熊野本古墳群が広がる北の丘へ登りつめたところに熊野本6号墳がありました 2008.9.1
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鉄鉄素材を出土した 弥生の高地性集落 熊野本遺跡
この集落には鍛冶・朱の工房があった
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卑弥呼の時代に築造された前方後方墳
この地域の首長墓 熊野本6号墳

初期前方後方墳で、東海がルーツと言われる前方
後方墳のルーツは北近江とする説もある重要な古
墳である
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道路が整備され開発が放棄された北の丘 今は道も雑草に 2008.9.1.

熊野古墳群が分布する北の丘 前方後円墳があるあたり 2008.9.1.
区画整理された丘陵地が放棄され、廃墟化し 雑草・雑木におおわれ、道ときえかかっていました

踏跡を見つけて、ブッシュの中に入り、踏み跡を頼りにこんもり盛り上がった場所を探す。いくつもそんな場所があるのですが、古

墳であるかどうか確かでない。 この辺りに 大きな円墳 前方後円墳がある辺りなのですが、結局良くわからずに出てきました。
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熊野本遺跡東南の端は崖になっていて、そこからは 眼下に広がる新旭の家並み・高島平野琵琶湖が見渡せる

出土した「鉄」は 板状鉄素材や鉄族など30点以上。鉄素材は長さ29cm 幅約3cm厚さ約3mmのもの9点で、加エした跡のあるものもあり、 この地で大陸から来た鉄

素材を使っての鉄器の加工・製作が行われていた可能性があると教えてもらったが、鉄素材・鉄族の実物を見ていないので、実用品がつくられていたがどうか・・・は
何ともいえず。

でも、大陸から日本海沿岸を通って若狭の港に揚げられた鉄が すぐ近くのこの場所で鉄器に加工。 この鉄器の流れが、大和への鉄の道の始まりと考えると楽しく
なる。
大和が興る前のほんとうに早い時代から 大陸・朝鮮半島から日本海沿岸・若狭を通って日本の中央 畿内へ入る鉄の道があり、 それが北九州と対抗できる大和
連合勢力を作りあけたのかもしれない。
若狭・北近江というとすぐに古代 渡来人・継体天皇の系譜が持ち出されるが、 そのもっと前からこの地は中央を支える重要な拠点だったのだろう。



小浜から水坂峠越 琵琶湖へ続く道

古代の和鉄の道 近江から若狭へ
北近江に前方後円墳が築かれた5世紀 同じ時代に日本海側へ山を越えた若狭に
も数多くの古墳が築かれ、多数の人・文物が行き交う輝く時代があった



大陸・朝鮮半島への玄関口 若狭 遠敷の湊(現在の小浜港) と 若狭国の繁栄 ５世紀



若狭地方の主要古墳位置図 ５世紀頃
近江からの出口上中町に古墳が集中
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● 松尾谷古墳 ４世紀前半 若狭で前方後円墳に先立ち造られた前方後方墳

松尾谷古墳・前方後方墳( 手前が前方部)

若狭で前方後円墳に先立ち４世紀前半に造られた前方後方墳 松尾谷古墳。 若狭町南前川字松尾谷の尾根にあり、若狭における

最初の地域首長墳である。 前方後円墳は初期大和政権との結びつきが少し弱いか 下位に位置づけられる場合の古墳形式であ
るが、大和政権と若狭との連携の始まりを示している。主体部は3つ。それぞれ木棺が直葬され、出土したものとしてヤリガンナ・碧
玉製管玉鉄剣、鉄槍、鉄鏃などが知られている。しかし、すでに水源地建設の為、消滅しているという。
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● 日本最古の横穴式石室 ５世紀半の前方後円墳 向山１号墳
脇袋古墳群の西1.5kmの尾根上に造られた前方後円墳で、
日本最古の横穴式石室を持ち、韓国あるいは九州から伝わったと考えられている。
中規模ながら２段に造られ、葺石・埴輪を備え、数多くの鉄器など多彩の副葬品が出土した。
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● 西塚古墳 脇袋古墳群 ５世紀後半の前方後円墳

脇袋古墳群にある５世紀後半の前方後円墳で、竪穴系
横口式石室を持ち、大陸の影響を受けた形態をしてい
るという。
前方後円墳の中央部の土が剥ぎ取られ、現在は後円
部と前方部を残すのみとなっているが、金製耳飾り・鏡・
金銅製帯金具銀鈴・銅鈴・馬具・冑など多彩な副葬品が
出土。
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若狭国の王墓 脇袋古墳群が膳部山の山裾に見える脇袋の郷 若狭街道の若狭側の出入口 若狭 上中
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若狭と大和の深い関係を示す 若狭遠敷川(おにゅうがわ)鵜の瀬の水送り 2011.8.30. 

鵜の瀬この河原で 神宮寺の「閼伽井」で汲んだ水を 川に注ぎ 奈良 若狭井に送る「水送
り」の神事が行われる
この瀬の中央の所に深い穴があり、奈良若狭井に続いているとの伝説
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杉の巨木が立ち並ぶ 人っ子一人いない若狭彦神社の境内
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遠敷神とは若狭一ノ宮 若狭彦・姫神社に祭られている若狭
の開拓神のことで、また、鵜の瀬にある白石神社は若狭一ノ
宮 若狭彦・姫神社の元宮と言われる。
「白石」には新羅の転化との説もあり、対岸の水送り神事の
行われる河原に若狭彦・姫神社の境外地がある若狭一ノ宮
若狭彦・姫神社の聖地。
また、今回 東大寺を建立した良弁の生誕地であり、しかも、
この遠敷にやってきたインド僧実忠が東大寺大仏開眼法要
を指導したということも知りました。

この地が遠い昔 １５００年前 東アジア交流の真っただ中、
多くの文物ばかりでなく、渡来の人も多く往来した国際的な
海の玄関口。
大陸・朝鮮半島から大和へつながる交流路「和鉄の道」の重
要拠点でいたであったことを物語る伝承と思われる。

遠敷川・おにゅう 鵜の瀬
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大陸・朝鮮半島から大和へと続く東アジアの文物交流路・和鉄の道
その日本海側窓口「若狭」の実像が見えてきた
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古代 大陸・半島と日本を結ぶ航路

遣唐使の航路

渤海使の海路 新羅使の海路



3. 近江は鉄の国 古代近江で育てられた量産型たたら製鉄

鉄を必要とする拠点での古代製鉄コンビナートのベースを作った

近江は古くから鉄鉱石の産地でもあり古代の近畿最大の鉄生産国でもありました。
「砂鉄の採れる出雲や吉備、播磨などが先進地だと考えられがちですが、
良質の鉄鉱石が採掘できた近江が鉄製産技術を確立し、６０ケ所以上の製鉄遺跡
が発見されています。

特に北東の伊吹山・金糞山、湖北のマキノ、西浅井 比良には多くの遺跡があり
湖北は重要な鉄の拠点になっていたとおもわれます。

日本で製鉄が始まったのは6世紀の初め頃。
北近江 木之本の古橋製鉄遺跡は 周辺の鉄鉱石を使っていち早く製鉄をはじめ
ています。

もう一つ 近江の鉄でのトピックスというと 琵琶湖の南東岸の瀬田丘陵では7・8世
紀にかけて、国家プロジェクトとして、幾つも同じたたら炉が立ち並ぶ並ぶ量産技術
に確立し、量産型の製鉄コンビナートに仕上げました。(野路小野山製鉄遺跡)
そして、この製鉄コンビナートをモデルに 鉄を大量に必要とする東北・北九州に
古代の大製鉄コンビナートがつくられてゆきました。

これら 製鉄技術の確立には 製鉄技術を持った朝鮮半島の数多くの渡来人がか
かわっていたと考えられ、若狭の湊から北近江を通って 入ってきた渡来人が、近
江のたたら製鉄技術を支えたと考えられる。

琵琶湖北東部を勢力圏とした息長氏(おきなが)と、琵琶湖西岸を拠点とし勢力を
張った和邇氏 そして安曇川の安曇集団もかかわっていたかもしれません。

近畿で一番古い 北近江 古橋製鉄跡

瀬田丘陵 木瓜原遺跡のイラスト図 野路小野山遺跡

7・8世紀 近江の鉄



























11月 平城京 朱雀門のすぐ前から 奈良時代初期8世紀の大きな鍛冶工房が出土した

平城京造営の釘や鉄製の工具を造る鍛冶工房とみられている

この鍛冶工房に鉄素材を提供したのはどこか??  

鉄の量産技術を確立した近江がこの鉄素材を供給した可能性は高い







日本の黎明 鉄の北部九州に対抗した 大和の力の源泉はなんだろう

2000枚もの弥生時代初期の大規模な水田跡が大和で出土した

大和が大穀倉地帯であった為か・・・・・・

日本黎明期 北部九州の「鉄」に対して 大和の対抗軸は何なのだろうか?









古墳の形から諸国の交流を考えるお話ししなかったことの補足



3・4世紀頃 若狭と東海の関係

前方後方墳は東海で発展し、主に北陸・関東へ広
がり、東海等がすたれた6世紀 突如 出雲で謎
の拡がりをみせる。広がる。

若狭・出雲・北陸のつながり

お話ししなかったことの補足



数多くの技術系渡来人・各地の人たちがやってきて、大陸・朝鮮半島との交流
文化・技術を伝え、日本国を作り上げていった
そんな輝く時代が北近江・若狭にありました

● 日本誕生の時代 大和の日本海側玄関口として 大きな役割を演じた北近江・若狭

遠敷の湊と東大寺・渡来人そして脇袋古墳群など大和との強い結びつき

● 熊野本遺跡や若狭にある初期の前方後方墳の存在は 東海とつながりを示す

東国への入口。 渡来人・海族の人たちが技術・文化を各地へ運んだ

● 近江は鉄の国・製鉄技術の先進地として、たたら製鉄技術を高め、各地へ技術移入

古代の北近江 安曇川にも そんな国際感覚の人たちが住み 積
極的な交流を推し進めたのだろう。 その中心に鉄があったかもしれぬと・・・・・・

近江・若狭を通る和鉄の道が 今後 鉄の謎を解き明かし、また 卑弥呼・日本誕生
の謎を解き明かしてくれるかもしれないと思っています

そんな夢を乗せ、今後も各地を風来坊 Country walk   
素晴らしい鉄の景色を訪ねます

2011.12.1. by Mutsu  Nakanishi
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